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本研究はネ パ
ー

ル 極西部 にお ける出稼 ぎ経験者 の H I V 感染症と梅毒に 関す る疫学調査 で

ある ｡
3 つ の 研究か ら成る第1 部と呪術医に対す るH I V / A I D S ト レ

ー ニ ン グの 評価結果 を示 し

た第2 部か ら構成 され ､ 下記の ような結果 を得て い る｡

1 ネ パ ー

ル 極 西部 の 出稼 ぎ活動 は H I V / A I D S 流行 の 時限爆 弾 と な る か ?

本研 究で は ､ ネパ ー ル 極西部に ある人 口1 7 7 , 7 8 9 人 の ドテ ィ 県にお い て ､
イ ン ド - の 出稼

ぎ状況 と 出稼 ぎ者 のB I V 感染 リ ス ク に つ い て 調 査 し た ｡
出稼ぎ経験者 の 多 い 村 ( 全体の 約

2 0 %) か ら7 1 4 戸を抽出しイ ン タ ビ ュ
ー した結果 ､

全体の4 9% の 家で家族の 中か ら少なく とも

一

人 がイ ン ドに 出稼 ぎに で た経験が あ る と回答 し た ｡
ま た研究期間中 ､ 全体 の4 1 % e) 家か

ら少なく と も
一

人 は出稼 ぎにで て い た ｡ そ の 総数 は3 7 2 人で あ り ､
平均年齢は3 0 歳 ､

9 5% は

男性 ､
8 2 % は既婚 ､

9 4% はイ ン ドを対象地 と して い た ｡ 全体 の 回答者 の 2 8 ‰ま､ 出稼 ぎにで て

い る男性家族 は対象地 で婚外セ ッ ク ス を して い る で あろうと答 えた ｡ 最後に村 を観察 した

結果 ､
H I V/ A I D S に雁患 して い ると思われ る者 は少なくと も4 名 い る こ とを確認 した ｡ 本研究

の 結果 ､
ドテ ィ 県の 対象と な っ た村(全体 の約2 0 %) にお い て 出稼 ぎは頻繁 に なされ て お り ､

出稼 ぎ経験者とそ の家族はH I V /A I D S の危 険にさらされ て い る こ と が示唆され た ｡

2 ネ パ ー ル 極 西部 に お ける ム ン バ イ 病 : 男 性 出稼 ぎ経験者 と 非経験 者 の H I V 感 染症

と梅 毒の 疫学

本研究 で は ､
ネパ ー ル極西 部にお け る男性出稼 ぎ経験者と非経験者 を対象に∃ⅠⅤ感染症 と

梅毒の 有病率 を測定 し､ これ ら の感染症 の 行動 リ ス ク フ ァク タ
ー

に つ い て も調査 した ｡
ド

テ ィ 県の 9 7 名 の 出稼 ぎ経験者 と4 0 名の 非経験者に対 し､ H I V と梅毒検出の た め の 血清検査 を

した結果 ､ 出稼 ぎ経験者 の1 0% ､ 非経験者 の 3% がH I V 陽性 で あり ､ 出稼 ぎ経験者 の 2 5 % ､ 非経

験者 の1 5% が梅毒陽性で あ っ た｡ 特に ム ン バ イ 市を対象 と した出稼 ぎ経験者 は性感染症羅患

リ ス クの 高い 行動 を して い た ｡ 非経験者 に比 べ ､ 経験者は婚前 また は婚外の セ ッ ク ス 経験

が多く( o d d s r a t i o ( O R) = 2 . 2 , 9 5 % c o n f i d e n t i a l i n t e r v a l ( C I) = 1 . 5 - 5 . 1
, p

= 0 . 0 4) ､ セ ッ ク

ス ワ
ー

カ
ー

と の セ ッ ク ス も多か っ た(O R = 8 . 2
,
9 5% C I : 3 . 2 - 2 0 . 5

, p く0 . 0 0 1) o さ らに 多数 の

パ ー

トナ
ー

と の セ ッ ク ス 経験 をも っ て い た(O R = 2 . 8 , 9 5 %C I : 1 . 2 1 6 . 5
, p

= 0 . 0 1) ｡ 本研 究の

結果 ､ ネパ ー ル極西部 の村か ら ム ン バ イ市 - の 出稼 ぎ経験者 ､
非経験者に ､ H I V 感染症と梅

義 - の 罷患者 が い る こ とが わか っ た ｡ 特に ハ イ リ ス ク行動の 多く み られた 出稼 ぎ経験者 に

対する行動変容プ ロ グ ラム を迅速に行う必 要が あ ると示 唆され た ｡

3 ネ パ ー ル 極 西部 の 出稼 ぎ経験 者 に よ るイ ン ドと 出身 地 に お ける 性 感染 症 リ ス ク



行 動 に 関す る研 究

本研究 で は ､
ネパ ー ル極西 部出身 の 出稼ぎ経験者の

_
H I V/ A I D S - の 雁患の しやすさと

一 般

住民 - 感染の 流行 をもた ら しう る危 険性 に つ い て 調査 した ｡
主 に ム ン バイ 市か ら戻 っ た5 3

名 の ドテ ィ 県出身 の 出稼 ぎ労働者 に対 し ､ 出稼 ぎ先 で の 生活環境と性生 活に つ い て ､ 出身

地 にお ける性行動 ､
H I V / S T I に つ い て の 知識

･ 認識 ､

コ ン ド
ー ム の 使用状況に つ い て ､

6 回

の フ ォ
ー カ ス ･ グ ル ー プ ･ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を実施 し､ 詳細なテ

ー マ 分析 を行 っ た ｡
本研

究の 結果 ､ イ ン ドで もネ パ
ー ル の 出身地 で も､ 出稼 ぎ経験者は複数 の パ

ー トナ
ー

を持 っ て

い た ｡ コ ン ド ー ム の 使用頻度も低 か っ た ｡
こ の ような ハ イ リ ス ク行動 に影響を及 ぼして い

た要因と して ､
イ ン ドで は 同僚間 で の 誘 い ､ 安 くセ ッ ク ス でき る こ と ､ 家族 の しが らみ か

らの 開放感 ､ 飲酒 ､
H I V / S T I に躍り にくい で あろうと い う認識が あ る こ とが 示 され

た
｡

一 方 ､

ネ パ
ー ル 出身地 で は出稼 ぎ経験者 と して 得た新た な社会的地位 ､ 多く の 村祭り ( 女性 パ

ー

トナ
ー

と の 出会 い が多く なる) ､ B I V/ S T I に罷り にく い で あろ うと い う認識が 要因
と して あ

るこ とが示 され た ｡ H I V/ S T I に 関す る出稼ぎ経験者の 知識 の レ
ベ ル は極め て低か っ た ｡ 結論

と して
､
ネ パ ー ル 極西部 出身の 出稼 ぎ経験者 はイ ン ドで も出身地 で も

- イ リ ス クな性行動

を して い る こ とが静 められ ､
彼 らに対す る迅速 なプ ロ グラム の 実施が 必要 で ある こ と が示

唆され た ｡

4 ネ パ ー ル 極西部に お け る 呪術医 耶 Ⅴ/ A I D S ト レ
ー ニ ン グ の 効 果 と ト レ

ー ニ ン グ内

容 の 定着に 関す る研究

本研究 で は ､ ネパ ー ル極西部 にお ける呪術医に対するH I V/ A I D S ト レ
ー ニ ン グの 評価 を行

っ た
｡
6 1 人 の 呪術医に対 し､ H I V の 感染 ル

ー トに関する知識 ､
H I V 感染 に つ い て の 誤解､

予

防法に つ い て ､ ト レ
ー ニ ン グ実施前 に べ - ス ライ ン 調査 を行 い ､ 修 了9 ケ月 か ら1 2 ケ月後に

は評価調査と して 6 回 にわ た るフ ォ
ー

カ ス
･ グ ル ー プ ･ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ､

キ
ー

イ ン フ ォ
ー

マ ン ト ･ イ ン タ ビ ュ
ー を実施 した o

ト レ
ー ニ ン グの結果 ､

呪術医は ､
H I V の 感染ル

ー

トに関

す る知識 ､
H I V 感染に つ い て の 誤解 ､

予 防法に つ い て ､
より正 しい 回答を示 すようにな っ た o

ま た トレ
ー ニ ン グを受けた 呪術 医は ､ 呪術 医が住む 村の 住民 が 劉ナ入 れ る こ との で き る よ

うな方法 で臼ⅠⅤ/ A I D S に 関す る教育 を実施 して お り ､

コ ン ド
ー ム を配布 して い た こ と も わか

っ た ｡ さらに ､
B I V/ A I D S 関連の ス テ イ グ マ を軽減 させ る役割 をも担 っ て い た こ とが確認さ

れた
｡
本研究の 結果 ､ ネパ

ー ル でH I V / A I D S プ ロ グラ ム 推進す る際は ､ 呪術医が重要な役割

を果た しうる こ とが示 唆され た ｡

以上 ､ 本研究はネ パ
ー ル にお い て 出稼 ぎ経験者の日ⅠⅤ感染症 と梅毒の 有病率と帰国後の性

行動に つ い て 系統的 に調査 した最初 の研 究で ある｡ 本結果は 出稼ぎ者 が帰国後もた らす性

感染症 の 理解に重要な貢献 をなすと考 え られ ､ 学位 の 授与に値す ると 考えられ る ｡
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